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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透気性の支持体上に、少なくともインク吸収層及び光沢発現層を順次設けた後、前記光
沢発現層は凝固液を用いて凝固処理し、湿潤状態にある間に、加熱された鏡面ドラムに圧
接、乾燥して仕上げるインクジェット記録媒体において、前記光沢発現層はコロイド粒子
と結着剤を含有し、光沢発現層中の結着剤として少なくともアセトアセチル基変性ポリビ
ニルアルコールと水性ポリウレタン樹脂を含有し、前記凝固液中にアセトアセチル基と架
橋しうる架橋剤を含有してなり、該架橋剤がジルコニウム化合物、アミン化合物またはヒ
ドラジン化合物の中の少なくとも一種であることを特徴とするインクジェット記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、銀塩写真用印画紙並の写像性を有し、高いインク吸収性と優れた表面強度及
び耐水性が得られるインクジェット記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録方式は、インクの微小液滴を種々の作動原理により飛翔させて紙等
の記録媒体に付着させ、画像・文字等の記録を行なうものである。該記録方式は、高速、
低騒音、多色化が容易、記録パターンの融通性が大きい、現像及び定着が不要等の特徴が
あり、漢字を含め各種図形及びカラー画像等の記録装置として、種々の用途において急速
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に普及している。更に、多色インクジェット方式により形成される画像は、解像度及び色
再現範囲の拡大により、製版方式による多色印刷やカラー写真方式による印画に比較して
遜色のない記録を得ることが可能であり、作成部数が少なくて済む用途では写真技術によ
るよりも安価であることからフルカラー画像記録分野にまで広く応用されつつある。
【０００３】
　更に、インクジェット方式を利用したプリンターやプロッターは、市場からの更なる画
像の品質向上に対する要求のために、高解像度化、色再現範囲の拡大が図られており、イ
ンクの吐出量を多くして対応を行っている。従って、該吐出量に見合ったインク受理容量
の増大が該記録媒体の重要な技術課題となっており、高いインク受理容量の確保や発色性
の良好な塗層の塗設が不可欠となっている。加えて、光沢、剛直、色相等の外観も銀塩写
真や印刷用紙に類似することが要望され、従来からある上質紙や塗工紙のインクジェット
記録媒体ではこれらの要望には応えられなくなっている。
【０００４】
　特に、従来の技術では光沢を付与すると、インクジェット記録媒体に要求される重要な
特性であるインク吸収性が欠如してしまう問題が付随して生じる。該吸収を確保するには
、空隙量の大きな塗層を設ける必要があり、該塗層の塗被組成物には、顔料として２次粒
子或いは３次粒子として存在する粒子径の大きな多孔性顔料を適用してきたが、塗層表面
は該粒子の影響を受けて粗い状態となるため、光沢の低い、所謂マット調のものしか出来
なかった。
【０００５】
　光沢を付与する処理は、スーパーカレンダー、グロスカレンダー等のカレンダー装置を
用い、圧力や温度をかけたロール間に通紙することで塗層表面を平滑化する方法が一般的
である。しかしながら、インクジェット記録媒体に光沢を付与する目的で、高線圧下でカ
レンダー処理を行うと、光沢は向上するが、塗層の空隙が減少し、インクの吸収が遅くな
り、又、吸収容量の不足からインクの溢れが発生してしまう問題がある。このことから、
カレンダー処理は、許容されるインク吸収容量の範囲内で条件を選択せざるを得ず、イン
クの吸収と光沢を得るには、現状の技術での対応は難しいのが現状である。
【０００６】
　このような現状に対し、光沢を付与する試みとして、フィルム或いは樹脂をラミネート
した基材の上に、ＣＭＣやゼラチン等の極めて小さな空隙を有する塗層を設ける方法があ
り、飛翔するインクが少量の記録装置には有効であるが、インク量の多い記録装置や各イ
ンクが混ざり合いインク量が多くなる混色部では、インクの滲み出しや溢れが生じて充分
なインク吸収性を確保することが難しい。
【０００７】
　インク吸収性の問題を解決する方法として、例えば、特開２００４－２８４２６０号公
報（特許文献１）では、支持体上に光沢発現層を設け、前記光沢発現層中にアセトアセチ
ル基変性ポリビニルアルコールとジルコニウム化合物を含有させることでインク吸収性を
向上させるインクジェット記録媒体が提案されている。しかし、良好なインク吸収性は得
られるものの、満足する光沢は得られていない。
【０００８】
　このことから、相反する特性であるインク吸収性と光沢を両立させるために、塗層に強
光沢を付与することが可能なキャスト処理法が知られており、キャスト処理法としては、
代表的なものとして以下の３つの方法がある。即ち、基材に塗布された塗工液が全く乾燥
されていない状態で、加熱された鏡面ドラムに圧接される直接法、基材に塗布された塗工
液を一旦乾燥、または半ば乾燥した後、再湿液により再び可塑性を有した状態に戻された
後に、加熱された鏡面ドラムに圧接されるリウェット法、基材に塗布された塗工液が凝固
液で処理され、流動性のないゲルの状態で、加熱された鏡面ドラムに圧接される凝固法で
ある。これらのキャスト処理法はいずれも鏡面状のドラム表面を写し取ることで高光沢塗
工層表面を得る点で共通する。前記のキャスト処理方法を用いたインクジェット記録媒体
としては、例えば、特開平７－１１７３３５号公報、特開平８－１１８７９０号公報（特
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許文献２）、特開平８－１３２７３０号公報、特開平８－３００８０４号公報、特開平１
０－２８７０３８号公報など、数多く開示されている。
【０００９】
　これらの方法でも、近年のインク吐出量の多いインクジェットプリンターやプロッター
には、相反する特性であるインク吸収性と光沢を両立させることが難しく、インク吸収性
を重視した設計を行うと強光沢が得難くなるし、光沢を重視するとインク吸収性の確保が
難しくなり、一方の特性の低下を容認する必要がある。即ち、従来の技術では、相反する
特性であるインク吸収性と光沢を両立することが難しいのが現状である。
【００１０】
　インク吸収性と光沢を両立の問題を解決する方法として、例えば、特開平１１－１８０
０３６号公報（特許文献３）には、光沢発現層中に水性ポリウレタン樹脂を含有するイン
クジェット記録媒体が提案されている。しかし、光沢は良好なものの、インク吸収性にお
いて、満足する品質は得られていない。よって、未だ、インク吸収性、光沢において満足
するインクジェット記録媒体は得られていない。
【００１１】
　更には、キャスト処理法により、表面光沢はそれなりに得られるものの、光沢性の美観
要素を決定づけているのは、表面光沢だけではなく写像性といわれる指標である。写像性
とは、光沢表面に物体が映った時、その像がどの程度鮮明に、また歪みなく映るかの指標
である。同じ表面光沢を持つ面でも、歪みが無いほど高い光沢度が知覚され美感要素は高
いと言え、表面光沢度の測定のみでは、視感と相関する評価ができない。従来の技術では
、写像性を満足するインクジェット記録媒体も得られていない。
【特許文献１】特開２００４－２８４２６０号公報
【特許文献２】特開平８－１１８７９０号公報
【特許文献３】特開平１１－１８００３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明の課題は、銀塩写真用印画紙並の写像性を有し、高いインク吸収性と優れた表面
強度及び耐水性が得られるインクジェット記録媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明者は、この課題を解決するため鋭意研究の結果、本発明に至った。即ち、本発明
の前記課題は、透気性の支持体上に、少なくともインク吸収層及び光沢発現層を順次設け
た後、前記光沢発現層は凝固液を用いて凝固処理し、湿潤状態にある間に、加熱された鏡
面ドラムに圧接、乾燥して仕上げるインクジェット記録媒体において、前記光沢発現層は
コロイド粒子と結着剤を含有し、光沢発現層中の結着剤として少なくともアセトアセチル
基変性ポリビニルアルコールと水性ポリウレタン樹脂を含有し、前記凝固液中にアセトア
セチル基と架橋しうる架橋剤を含有してなり、該架橋剤がジルコニウム化合物、アミン化
合物またはヒドラジン化合物の中の少なくとも一種であることを特徴とするインクジェッ
ト記録媒体によって達成された。
【００１４】
　また、前記架橋剤が、ジルコニウム化合物、アミン化合物、ヒドラジン化合物から選ば
れる少なくとも１種であると好ましい。
【００１５】
　また、前記光沢発現層が、コロイダルシリカ、アルミナ水和物、および気相法シリカか
ら選ばれる少なくとも１種以上のコロイド粒子を含有すると好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のインクジェット記録媒体は、高いインク吸収性と優れた表面強度及び耐水性が
得られ、銀塩写真用印画紙並の写像性を有する。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に本発明のインクジェット記録媒体について、詳細に説明する。本発明で使用され
る支持体は、透気性のある支持体であり、ＬＢＫＰ、ＮＢＫＰ等の化学パルプ、ＧＰ、Ｐ
ＧＷ、ＲＭＰ、ＴＭＰ、ＣＴＭＰ、ＣＭＰ、ＣＧＰ等の機械パルプ、ＤＩＰ等の古紙パル
プ等の木材パルプ、ケナフ、バガス、コットン等の非木材パルプと、従来公知の顔料を主
成分として、硫酸バンド等の定着剤、ロジン等のサイズ剤や、バインダー及び歩留まり向
上剤、カチオン化剤、紙力増強剤等の各種添加剤を１種以上用いて混合したスラリーを用
い、長網抄紙機、円網抄紙機、ツインワイヤー抄紙機等の各種装置で抄造された原紙、更
に、前記原紙に、澱粉、ポリビニルアルコール等でのサイズプレスやアンカーコート層を
設けた原紙や、それらの上にコート層を設けたアート紙、コート紙、キャストコート紙等
の塗工紙も含まれる。この様な原紙、および塗工紙に、本発明におけるインクジェット記
録媒体の塗工層を直接設けても良いし、平坦化をコントロールする目的で、マシンカレン
ダー、ＴＧカレンダー、ソフトカレンダー等のカレンダー装置を使用しても良い。また、
前記支持体の坪量としては、通常４０～３００ｇ／ｍ2であるが、特に制限されるもので
はない。
【００１８】
　本発明における前記インク吸収層は、顔料を含有すると好ましい。例えば、軽質炭酸カ
ルシウム、重質炭酸カルシウム、カオリン、焼成カオリン、タルク、硫酸カルシウム、硫
酸バリウム、二酸化チタン、酸化亜鉛、炭酸亜鉛、チサンホワイト、珪酸アルミニウム、
ケイソウ土、珪酸カルシウム、珪酸マグネシウム、合成非晶質シリカ、コロイダルシリカ
、コロイダルアルミナ、擬ベーマイト、気相法シリカ、α，β，γ，δ－等のアルミニウ
ム酸化物、水酸化アルミニウム、リトポン、ゼオライト、加水ハロイサイト、炭酸マグネ
シウム、水酸化マグネシウム等の白色無機顔料、スチレン系プラスチックピグメント、ア
クリル系プラスチックピグメント、尿素樹脂、メラミン樹脂の有機顔料等の白色顔料を１
種以上用いることができる。中でも、多孔性無機顔料が好ましく、多孔性合成非晶質シリ
カ、多孔性炭酸マグネシウム、多孔性アルミナ等が挙げられ、特に細孔容量の大きい多孔
性合成非晶質シリカが好ましい。これら顔料の平均粒子径は０．１～２０μｍであると好
ましく、特に１～１０μｍであると好ましい。
【００１９】
　本発明における前記インク吸収層は、結着剤を含有すると好ましい。例えば、天然高分
子物質として、馬鈴薯澱粉、甘藷澱粉、小麦澱粉、タピオカ澱粉、およびコーンスターチ
等の澱粉類、ラミナラン、海藻マンナン、ふのり、アイリッシュモス、寒天、およびアル
ギン酸塩等の藻類から得られるもの、とろろあおい、やまいも、マンナン、クインスシー
ド、ペクチン、トラガントガム、カラヤガム、キサンチンガム、グアーガム、ローカスト
ビーンガム、タマリンドシードガム、アラビアガム、キャロブガム、およびベンゾインガ
ム等の植物性粘質物、デキストラン、グルカン、キサンタンガム、およびレバン等のホモ
多糖類、並びにサクシノグルカン、プルラン、カードラン、およびザンタンガム等のヘテ
ロ糖類等の微生物粘質物等が挙げられる。
【００２０】
　また、半天然物（半合成品）としては、例えば、アルギン酸プロピレングリコールエス
テル、ビスコース、メチルセルロース、エチルセルロース、メチルエチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルエチルセルロース、カル
ボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、およびヒドロキシプロピルメチルセルロース
フタレート等の繊維素誘導体、カルボキシメチルグアーガム、ヒドロキシプロピルグアー
ガム、およびヒドロキシエチルグアーガム等の変性ガム、並びに前記天然高分子物質の加
工或いは誘導体が挙げられる。
【００２１】
　半合成品である加工澱粉としては、例えば、白色デキストリン、黄色デキストリン、お
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よびブリディシュガム等の培焼澱粉、酵素デキストリンおよびシャーディンガーデキスト
リン等の酵素変性デキストリン、可溶化澱粉等の酸分解澱粉、ジアルデヒドスターチ等の
酸化澱粉、変性および無変性アルファー化澱粉等のアルファー化澱粉、リン酸澱粉、脂肪
酸澱粉、硫酸澱粉、硝酸澱粉、キサントゲン酸澱粉、およびカルバミン酸澱粉等のエステ
ル化澱粉、ヒドロキシアルキル澱粉、カルボキシアルキル澱粉、スルホアルキル澱粉、シ
アノエチル澱粉、アリル澱粉、ベンジル澱粉、カルバミルエチル澱粉、およびジアルキル
アミノ澱粉等のエーテル化澱粉、メチロール架橋澱粉、ヒドロキシアルキル架橋澱粉、リ
ン酸架橋澱粉、およびジカルボン酸架橋澱粉等の架橋澱粉、澱粉ポリアクリルアミド共重
合体、澱粉ポリアクリロニトリル共重合体、カチオン性澱粉ポリアクリル酸エステル共重
合体、カチオン性澱粉ビニルポリマー共重合体、澱粉スチレンマレイン酸共重合体、およ
び澱粉ポリエチレンオキサイド共重合体等の澱粉グラフト共重合体等が挙げられる。
【００２２】
　合成品としては、例えば、ポリビニルアルコール、アセトアセチル基変性ポリビニルア
ルコール、部分アセタール化ポリビニルアルコール、シラノール変性ポリビニルアルコー
ル、アリル変性ポリビニルアルコール、ポリビニルメチルエーテル、ポリビニルエチルエ
ーテル、およびポリビニルイソブチルエーテル等で変性した変性ポリビニルアルコール、
ポリアクリル酸塩、ポリアクリル酸エステル部分けん化物、ポリメタクリル酸塩、および
ポリアクリルアマイド等のポリアクリル酸誘導体およびポリメタクリル酸誘導体、ポリエ
チレングリコール、ポリエチレンオキサイド、ポリビニルピロリドン、ビニルピロリドン
酢酸ビニル共重合物、スチレンブタジエン共重合体（ＳＢＲ）、ニトリルブタジエン共重
合体（ＮＢＲ）、スチレンアクリル酸エステル共重合体、スチレンマレイン酸共重合体、
スチレンクロトン酸共重合体、および塩化ビニル含有共重合体等が挙げられる。以上の結
着剤は、１種または２種以上を組合わせて用いても良い。
【００２３】
　前記インク吸収層における結着剤の含有量は、顔料に対し、２～１００質量％であると
良好な塗層強度および光沢が得られ、より好ましくは、１０～７０質量％である。
【００２４】
　更に、前記インク吸収層には、添加剤として、染料定着剤、顔料分散剤、増粘剤、流動
性改良剤、消泡剤、抑泡剤、離型剤、発泡剤、浸透剤、着色染料、着色顔料、蛍光増白剤
、紫外線吸収剤、酸化防止剤、防腐剤、防バイ剤、耐水化剤等を適宜用いることが出来る
。
【００２５】
　前記インク吸収層の塗工量は、１～３０ｇ／ｍ2が好ましく、より好ましくは、５～２
５ｇ／ｍ2である。また、前記インク吸収層は、ある一定の塗工量を二度に分けて塗布す
ることも可能であり、一度に塗工量を塗布するよりも、塗層強度や光沢を向上させること
が出来る。
【００２６】
　前記インク吸収層を塗布する手段は、特に制限されず、従来公知の手段を用いることが
できる。例えば、各種ブレードコーター、ロールコーター、エアーナイフコーター、バー
コーター、ロッドブレードコーター、カーテンコーター、ショートドウェルコーター、サ
イズプレス等を挙げることが出来、オンマシン、あるいはオフマシンで塗布することが出
来る。
【００２７】
　また、インク吸収層塗布後に、前記インク吸収層表面を平坦にするべく、各種カレンダ
ー装置による平坦化処理をしても良い。カレンダー装置としては、マシンカレンダー、Ｔ
Ｇカレンダー、スーパカレンダー、ソフトカレンダー等が挙げられる。この中でもインク
吸収性の低下が少ないソフトカレンダー処理がより望ましい。
【００２８】
　本発明における前記光沢発現層において、顔料を含有すると好ましく、従来公知のもの
を使用することが出来る。コロイド粒子であると、より好ましい。かかるコロイド粒子と
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しては、その平均１次粒子径が数ｎｍから数１００ｎｍの、いわゆるコロイド次元にある
ものであれば、特に制限はなく、従来公知のものを用いることが出来る。例えば、特開平
１－９７６７８号公報、同２－２７５５１０号公報、同３－２８１３８３号公報、同３－
２８５８１４号公報、同３－２８５８１５号公報、同４－９２１８３号公報、同４－２６
７１８０号公報、同４－２７５９１７号公報などに開示されているアルミナ水和物である
擬ベーマイトゾル、特開昭６０－２１９０８３号公報、同６１－１９３８９号公報、同６
１－１８８１８３号公報、同６３－１７８０７４号公報、特開平５－５１４７０号公報な
どに記載されているようなコロイダルシリカ、特公平４－１９０３７号公報、特開昭６２
－２８６７８７号公報に記載されているようなシリカ／アルミナハイブリッドゾル、特開
平１０－１１９４２３号公報、特開平１０－２１７６０１号公報に記載されているような
、気相法シリカ、その他にもヘクタイト、モンモリロナイトなどのスメクタイト粘土（特
開平７－８１２１０号公報）、ジルコニアゾル、クロミアゾル、イットリアゾル、セリア
ゾル、酸化鉄ゾル、ジルコンゾル、酸化アンチモンゾルなどを代表的なものとして挙げる
ことが出来る。特に、気相法シリカ、コロイダルシリカ、アルミナ水和物であると、良好
なインク吸収や印字濃度が得られ、これらの少なくとも１種以上を選択して用いることが
出来る。
【００２９】
　一般にシリカ微粒子は、乾量基準でＳｉＯ2９３％以上、Ａｌ2Ｏ3約５％以下、Ｎａ2Ｏ
約５％以下から構成される微粒子であり、いわゆるホワイトカーボン、シリカゲルや微粉
末シリカなどの非晶質シリカがある。非晶質シリカ微粒子の製造方法としては、液相法、
粉砕固相法、晶析固相法および気相法がある。その中で、気相法とは、揮発性金属化合物
の蒸気の熱分解や、原材料の加熱、蒸発、生成した気相種の冷却、凝縮による微粒子製造
方法であり、該気相法で製造された非晶質シリカを気相法シリカという。
【００３０】
　気相法シリカは、一般には火炎加水分解法によって作られる。具体的には、四塩化珪素
を水素および酸素と共に燃焼して作る方法が一般的に知られているが、四塩化珪素の代わ
りにメチルトリクロロシランやトリクロロシラン等のシラン類も、単独または四塩化珪素
と混合した状態で使用することが出来る。気相法シリカは、例えば、日本アエロジル（株
）からアエロジルとして市販されており入手することが出来る。
【００３１】
　コロイダルシリカは湿式法で合成された平均１次粒子径が数ｎｍ～１００ｎｍ程度の合
成シリカであり、その形状は、一般的に球状または球状に近い形状をしている。各シリカ
粒子の表面近傍には、いわゆる電気二重層が形成され、シリカ粒子同士は接近すると反発
し合い安定なコロイド状態が保たれる。
【００３２】
　本発明で用いることが出来るコロイダルシリカとしては、以下のようなものが市販され
ており入手することが出来る。例えば、スノーテックス２０、スノーテックス３０、スノ
ーテックス４０、スノーテックスＳ、スノーテックスＯ、スノーテックスＣ、スノーテッ
クスＮ、スノーテックス２０Ｌ、スノーテックスＯＬ、スノーテックスＡＫ、スノーテッ
クスＸＳ、ＭＡ－ＳＴ、ＩＰＡ－ＳＴ、ＥＧ－ＳＴ、ＤＭＡＣ－ＳＴ（以上、日産化学工
業（株）製）、カタロイドＳ－２０Ｌ、カタロイドＳ－２０Ｈ、カタロイドＳ－３０Ｌ、
カタロイドＳ－３０Ｈ、カタロイドＳＩ－３０、カタロイドＳＩ－４０、カタロイドＳＩ
－５０、カタロイドＳＩ－３５０、カタロイドＳＮ、カタロイドＳＡ、ＵＳＢ－１、ＵＳ
Ｂ－２、ＵＳＢ－３、ＯＳＣＡＬ１１３２、ＯＳＣＡＬ１２３２、ＯＳＣＡＬ１３３２、
ＯＳＣＡＬ１４３２、ＯＳＣＡＬ１５３２、ＯＳＣＡＬ１６２２、ＯＳＣＡＬ１７２２（
以上、触媒化成工業（株）製）などが挙げられる。
【００３３】
　アルミナ水和物は、下記の一般式により表すことが出来る。
　Ａｌ2Ｏ3・ｎＨ2Ｏ
　アルミナ水和物は組成や結晶形態の違いにより、ジプサイト、バイアライト、ノルスト
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ランダイト、ベーマイト、ベーマイトゲル（擬ベーマイト）、ジアスポア、無定形非晶質
等に分類される。中でも、上記の式中、ｎの値が１である場合はベーマイト構造のアルミ
ナ水和物を表し、ｎが１を越え３未満である場合は擬ベーマイト構造のアルミナ水和物を
表し、ｎが３以上では非晶質構造のアルミナ水和物を表す。特に、本発明に好ましいアル
ミナ水和物は、少なくともｎが１を越え３未満の擬ベーマイト構造のアルミナ水和物であ
る。
【００３４】
　本発明に用いられるアルミナ水和物の形状は、平板状、繊維状、針状、球状、棒状等の
いずれでもよく、インク吸収性の観点から好ましい形状は平板状である。平板状のアルミ
ナ水和物は、平均アスペクト比３～８であり、好ましくは平均アスペクト比が３～６であ
る。アスペクト比は、粒子の「厚さ」に対する「直径」の比で表される。ここで粒子の直
径とは、アルミナ水和物を電子顕微鏡で観察したときの粒子の投影面積に等しい円の直径
を表す。
【００３５】
　本発明に用いられるアルミナ水和物は、アルミニウムイソプロポキシド等のアルミニウ
ムアルコキシドの加水分解、アルミニウム塩のアルカリによる中和、アルミン酸塩の加水
分解等公知の方法によって製造することが出来る。また、アルミナ水和物の粒子径、細孔
径、細孔容積、比表面積等の物性は、析出温度、熟成温度、熟成時間、液のｐＨ、液の濃
度、共存化合物等の条件によって制御することが出来る。
【００３６】
　本発明に用いることが出来るアルミナ水和物として、市販のアルミナ水和物を好適に用
いることが出来る。以下にその一例を挙げるが、これらに限定されるものではない。例え
ば、アルミナ水和物としては、アルミナゾル５２０（以上、日産化学工業（株）製）、ア
ルミゾル１０、アルミゾル２０、アルミゾル１３２、アルミゾル１３２Ｓ、アルミゾルＳ
Ｈ５、アルミゾルＣＳＡ５５、アルミゾルＳＶ１０２、アルミゾルＳＢ５２（以上、川研
ファインケミカル（株）製）などを挙げることが出来る。
【００３７】
　前記光沢発現層に用いられる結着剤として、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコー
ルを少なくとも含有する。前記アセトアセチル基変性ポリビニルアルコールは、通常の完
全鹸化や部分鹸化ポリビニルアルコールに、ジケテンを付加反応させたり、アセト酢酸エ
ステルでエステル交換反応したりして、アセトアセチル基を導入することにより得ること
ができる。アセトアセチル基の含有量は、０．２～１０モル％程度の範囲が好ましい。ま
た、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコールの重合度としては、１００～３０００程
度が好ましい。さらに、鹸化度としては、７０～１００モル％の範囲が好ましい。アセト
アセチル基変性ポリビニルアルコールの含有量は、総結着剤に対し、２０～９５質量％で
あると良好なインク吸収性が得られ、好ましい。より好ましくは、３０～８５質量％であ
る。
【００３８】
　更に、前記光沢発現層に用いられる結着剤として、水性ポリウレタン樹脂を少なくとも
含有する。水性ポリウレタン樹脂は、ウレタンエマルジョン、ウレタンラテックス、ポリ
ウレタンラテックスとも通称されている。ポリウレタン樹脂とは、ポリイソシアネート化
合物と活性水素含有化合物との反応から得られるものであって、比較的多数のウレタン結
合および尿素結合を含む高分子化合物であると定義づけられる。
【００３９】
　水性ポリウレタン樹脂製造用ポリイソシアネート化合物には、特に限定はないが、例え
ばトリレンジイソシアネート、及び４，４′－ジフェニルメタンジイソシアネート等の芳
香族系、ポリイソシアネート類、並びにヘキサメチレンジイソシアネート、及びイソホロ
ンジイソシアネート等の脂肪族及び脂環族系ポリイソシアネート類が用いられる。
【００４０】
　水性ポリウレタン樹脂製造用活性水素含有化合物としては、一般に水酸基やアミノ基を
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有する化合物が用いられ、高分子を有するものとしてはポリエステルジオール、ポリエー
テルジオール、及びポリカーボネートジオール等が挙げられ、低分子量を有するものとし
ては、エチレングリコール、１，４－ブタンジオール、及び１，６－ヘキサンジオール等
のグリコール類、並びにイソプロピルジアミン、及びヘキサメチレンジアミン等のジアミ
ン類等が挙げられる。
【００４１】
　水性ポリウレタン樹脂は、水性媒体中に微粒子状に分散又は乳化しているものであって
、その分散粒子の粒子径０．００１～１０μｍ程度であり、その外観は透明な溶液、半透
明のコロイダル分散液、及び、乳白色のエマルジョンである。本発明においては、これら
を一括して水性ポリウレタン樹脂と表現する。水性ポリウレタン樹脂は、乳化剤の存在下
で高い機械的せん断力で強制乳化した強制乳化型と、分子鎖中にイオン性基等の親水性基
を導入して親水性を賦与し、乳化剤の助力なしに水中に安定に分散し得るようにした自己
乳化型と、さらに水中に溶解させた溶解型とに分類され、自己乳化型水性ポリウレタン樹
脂であると光沢、耐水性等に優れ、好ましい。自己乳化型水性ポリウレタン樹脂の中には
、導入される親水性基の種類により、カチオン性、アニオン性、ノニオン性に分類され、
ノニオン性またはカチオン性であると、塗工液中の混和性に優れ、好ましい。より好まし
くは、カチオン性である。水性ポリウレタン樹脂の含有量は、総結着剤に対し、１０～７
５質量％であると良好な表面強度及び耐水性が得られ、好ましい。より好ましくは、２０
～６０質量％である。また、水性ポリウレタン樹脂とアセトアセチル基変性ポリビニルア
ルコールの含有量比は、１：１０～３：１であると、良好な光沢や耐水性が得られ、好ま
しい。より好ましくは、１：５～２：１である。
【００４２】
　更に、前記結着剤として、従来公知のものを用いることも出来る。例えば、酸化澱粉、
エーテル化澱粉、リン酸エステル化澱粉等の澱粉誘導体、カルボキシメチルセルロース、
ヒドロキシエチルセルロース等のセルロース誘導体、カゼイン、ゼラチン、大豆蛋白、ポ
リビニルピロリドン、無水マレイン酸樹脂、スチレンブタジエン共重合体、メチルメタク
リレート－ブタジエン共重合体等の共役ジエン系共重合体ラテックス、アクリル酸エステ
ル及びメタクリル酸エステルの重合体または共重合体等のアクリル系重合体等のアクリル
系重合体ラテックス、エチレン酢酸ビニル共重合体等のビニル系重合体ラテックス、或は
これら各種重合体のカルボキシ基等の官能基含有単量体による官能基変性重合体ラテック
ス、メラミン樹脂、尿素樹脂等の熱硬化合成樹脂等の水性接着剤、ポリメチルメタクリレ
ート等のアクリル酸エステル、メタクリル酸エステルの重合体または共重合体樹脂、不飽
和ポリエステル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニルコポリマー、ポリビニルブチラール、アル
キッド樹脂等の合成樹脂系接着剤等が挙げられる。また、未変性のポリビニルアルコール
、他の変性ポリビニルアルコール等を用いることも出来る。その鹸化度も特に制限されな
い。また、前記ポリビニルアルコールには重合段階で他のモノマーを共重合させた変性ポ
リビニルアルコールでもよい。例えば、変性ポリビニルアルコールとしては、エチレン共
重合体変性ポリビニルアルコール、カルボキシル基変性ポリビニルアルコール、カチオン
変性ポリビニルアルコール、シラノール変性ポリビニルアルコール等を挙げることが出来
る。
【００４３】
　光沢発現層中における結着剤の含有量は、前記光沢発現層を構成する全固形分に対し、
３～３０質量％であると、良好なインク吸収性が得られ、好ましい。より好ましくは、５
～２５質量％である。
【００４４】
　更に、添加剤として、染料定着剤、顔料分散剤、増粘剤、流動性改良剤、消泡剤、抑泡
剤、離型剤、発泡剤、浸透剤、着色染料、着色顔料、蛍光増白剤、紫外線吸収剤、酸化防
止剤、防腐剤、防バイ剤、耐水化剤等を適宜用いることが出来る。
【００４５】
　前記光沢発現層の塗布装置としては、各種ブレードコーター、ロールコーター、エアー
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ナイフコーター、バーコーター、ロッドブレードコーター、カーテンコーター、ショート
ドウェルコーター、サイズプレス等を挙げることが出来る。
【００４６】
　前記光沢発現層の塗工量としては、２～３０ｇ／ｍ2であると、良好なインク吸収性や
光沢が得られ、好ましい。より好ましくは、４～２０ｇ／ｍ2である。また、前記光沢発
現層塗布後に、加湿空気、加湿蒸気を支持体を挟んだ光沢発現層の裏面に吹き付けてカー
ル矯正をすることも可能である。
【００４７】
　本発明において、前記凝固液中に、アセトアセチル基と架橋しうる架橋剤を含有する。
前記架橋剤として、アセトアセチル基と架橋反応を起こすものであれば特に制限されない
。具体的には、２価以上の価数を有する金属塩、ヒドラジン化合物、エポキシ化合物、Ｎ
－メチロール化合物、ジルコニウム化合物およびアミン化合物から選ばれる１種または２
種以上が好ましく用いられる。この中でもジルコニウム化合物、アミン化合物及びヒドラ
ジン化合物が水溶性および反応性の点で特に好ましい。
【００４８】
　ヒドラジン化合物としては、カルボヒドラジド、チオカルボヒドラジド、エチレン－１
，２－ジヒドラジン、プロピレン－１，３－ジヒドラジン、ブチレン－１，４－ジヒドラ
ジン、シュウ酸ジヒドラジド、プロピオン酸ジヒドラジド、マロン酸ジヒドラジド、コハ
ク酸ジヒドラジド、グルタル酸ジヒドラジド、アジピン酸ジヒドラジド、セバシン酸ジヒ
ドラジド、マレイン酸ジヒドラジド、フマル酸ジヒドラジド、イタコン酸ジヒドラジド、
サリチル酸ジヒドラジド、イソフタル酸ジヒドラジド、４，４′－オキシベンゼンスルホ
ニルヒドラジド、ヒドラジド基を有するビニル重合体（例えばアミノポリアクリルアミド
）等が挙げられる。
【００４９】
　エポキシ化合物としては、エチレングリコールジグリシジルエーテル、ポリエチレング
リコールジグリシジルエーテル、ポリプロピレングリコールジグリシジルエーテル、アジ
ピン酸ジグリシジレート、ｏ－フタル酸ジグリシジレート、ｐ－フタル酸ジグリシジレー
ト、ハイドロキノンジグリシジルエーテル、ビスフェノールジグリシジルエーテル、レゾ
ルシンジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、トリメ
チロールプロパンジグリシジルエーテル、トリメチロールプロパントリグリシジルエーテ
ル、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル、グリセロールジグリシジルエーテル
、グリセロールトリグリシジルエーテル、ソルビトールテトラグリシジルエーテル、ペン
タエリスリトールテトラグリシジルエーテル、ジグリセロールトリグリシジルエーテル、
トリグリシジル－トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート等が挙げられる。
【００５０】
　Ｎ－メチロール化合物の具体例としては、Ｎ－メチロール尿素、メチロールジメチルヒ
ダントイン、メチロールメラミン等が挙げられる。アジリジン化合物の具体例としてはト
リメチロールプロパン－トリ－β－アジルジニルプロピオネート、テトラメチロールメタ
ン－トリ－β－アジリジニルプロピオネート、Ｎ，Ｎ′－ジフェニルメタン－４，４′－
ビス（１－アジリジンカルボサミド）、Ｎ，Ｎ′－ヘキサメチレン－１，６′－ビス（１
－アジリジンカルボキサミド）、Ｎ，Ｎ′－トルエン－２，４′－ビス（１－アジリジン
カルボサミド）等が挙げられるオキサゾリン化合物の具体例としては、１，２－ジオキサ
ゾリニルエタン、１，４－ジオキサゾリニルブタン、１，４－ジオキサゾリニルベンゼン
、Ｎ，Ｎ′－ジオキサゾリニルエチレンジアミン、オキサゾリニル基を有するビニル重合
体等が挙げられる。
【００５１】
　金属塩としては、塩化カルシウム、硫酸カルシウム、酢酸カルシウム、プロピオン酸カ
ルシウム、塩化マグネシウム、硫酸マグネシウム、塩化亜鉛、硫酸亜鉛、酢酸亜鉛、塩化
アルミニウム、硫酸アルミニウム、乳酸アルミニウム、４塩化チタン、乳酸チタン、テト
ライソプロピルチタネート、クロムミョウバン、カリウムミョウバン、塩基性ポリ水酸化
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アルミニウム、塩化コバルト、塩化第１鉄、硫酸第１鉄、塩化第２鉄、酢酸クロム、酢酸
バリウム等が挙げられる。
【００５２】
　本発明において、ジルコニウム化合物は、ジルコニウムの水溶性無機塩や有機酸塩だけ
でなく、光沢発現層の形成時に脱炭酸化等の化学反応を受けて変成したジルコニウム化合
物（例えば、水酸化ジルコニウム等）も含まれる。水溶性ジルコニウム塩としては、具体
的にＺｒＯ（ＯＨ）Ｃｌ、ＺｒＯＣｌ2・ｎＨ2Ｏ、Ｚｒ2Ｏ3Ｃｌ2、ＺｒＣｌ4、ＺｒＣｌ

3、ＺｒＣｌ2、ＺｒＢｒ4、ＺｒＢｒ3、ＺｒＢｒ2、ＺｒＩ4、ＺｒＩ3、ＺｒＩ2、ＺｒＦ

4、ＺｒＦ3、ＺｒＦ2等のハロゲン化物塩類、Ｚｒ(ＮＯ3)4・ｎＨ2Ｏ、ＺｒＯ(ＮＯ3)2・
ｎＨ2Ｏ、Ｚｒ(ＳＯ4)2、Ｚｒ(ＳＯ4)2・ｎＨ2Ｏ、ＺｒＯ(ＳＯ4)、Ｚｒ（Ｈ2ＰＯ4）2、
ＺｒＰ2Ｏ7、ＺｒＳｉＯ4、ＺｒＯ（ＣＯ3）2・ｎＨ2Ｏ、ＺｒＯ（ＯＨ）2・ｎＨ2Ｏ等の
オキソ酸塩類、酢酸ジルコニウム、乳酸ジルコニル、ステアリン酸ジルコニル等の有機酸
塩類等が挙げられ、これらは、１種または２種以上を選択して用いることが出来る。
【００５３】
　ジルコニウム化合物は、合成して用いても良いが、市販品を好適に用いることが出来る
。以下に代表的な市販品の例を挙げるが、これらに限定されるものではない。例えば、酸
塩化ジルコニウム、ジルコゾールＺＣ－２、ジルコゾールＺＮ、ジルコゾールＨＡ、ジル
コゾールＡＣ－７、ジルコゾールＺＫ－１０、オクチル酸ジルコニール、炭酸ジルコニー
ル、（第一稀元素化学工業（株）製）等を挙げることが出来る。
【００５４】
　アミン化合物としては、１級～３級のアミノ基を２個以上有する多官能性のアミン化合
物が好ましく用いられる。例えば、エチレンジアミン、プロピレンジアミン、トリメチレ
ンジアミン、テトラメチレンジアミン、ペンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミ
ン、イソホロンジアミン、ジシクロヘキシルメタン－４，４′－ジアミン、フェニレンジ
アミン、メタキシレンジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、トリ
アミノプロパン、アミノ基を有する重合体（例えばポリビニルアミン、ポリエチレンイミ
ン、ポリアリルアミン）等が挙げられる。これらの中でもアルキレンジアミン、アルキレ
ントリアミン、あるいは芳香族ジアミンが好ましく用いられる。
【００５５】
　前記凝固液とは凝固剤を含む水溶液をいう。前記凝固剤として、上記架橋剤を含み、１
種以上が用いられるが、塗層中の結着剤を効果的に凝固させるとの観点から、ホウ酸また
は硼砂と上記１種以上の架橋剤を併用して用いることが好ましい。
【００５６】
　前記凝固液中の架橋剤の濃度は、０．０５～５質量％であると、良好な光沢やインク吸
収性が得られ、好ましい。より好ましくは、０．１～３質量％である。
【００５７】
　更に、前記凝固液中にホウ酸や硼砂を用いることも出来る。ホウ酸や硼砂を加えること
により、高い印字濃度や塗層強度が得られる。前記凝固液中のホウ酸または、硼砂の濃度
は、無水物換算で０．３～６質量％であることが好ましく、より好ましくは、０．５～４
質量％である。
【００５８】
　また、添加剤として、例えば、顔料分散剤、保水剤、増粘剤、消泡剤、防腐剤、着色剤
、耐水化剤、湿潤剤、可塑剤、蛍光染料、紫外線吸収剤、酸化防止剤等の従来公知の助剤
を適宜用いることが出来る。
【００５９】
　以下に、本発明の実施例をあげて説明するが、本発明はこれらの例に限定されるもので
はない。また、実施例、及び比較例において「部」および「％」は、特に明示しない限り
質量部および質量％を示す。なお、配合において示す部数は実質成分の数量である。
【００６０】
　＜支持体＞
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　ＬＢＫＰ（濾水度４００ｍｌｃｓｆ）９０部とＮＢＫＰ（濾水度４５０ｍｌｃｓｆ）１
０部からなる木材パルプ１００部に対して、焼成カオリン１０部、硫酸バンド３部、市販
のロジンサイズ剤０．２部、市販のカチオン化澱粉０．３部を水に加えてスラリーを調製
後、長網抄紙機を用いて抄造し、坪量１２７ｇ／ｍ2の支持体を得た。
【実施例１】
【００６１】
　支持体の一方の面に、インク吸収層として下記のインク吸収層塗工液ａをエアーナイフ
コーターにより乾燥後の塗工量が１０ｇ／ｍ2となるように塗布、乾燥を行い、こうして
得たインク吸収層上に、下記の光沢発現層塗工液ｂをエアーナイフコーターを用いて、乾
燥後の塗工量が１１ｇ／ｍ2となるように塗布し、塗工面が流動性を有する内に凝固液ｃ
で処理した後、１００℃に加熱された鏡面ドラムに圧接し乾燥する凝固法によりキャスト
処理して、本発明のインクジェット記録媒体を得た。
【００６２】
　＜インク吸収層塗工液ａ＞
　合成非晶質シリカ（サイロイドＥＤ５、グレース（株）製）１００部、シラノール変性
ポリビニルアルコール（Ｒ－１１３０、クラレ（株）製）２０部、スチレンブタジエン共
重合体ラテックス（ラックスターＤＳ２２６、大日本インキ化学工業（株）製）１０部、
カチオン性染料定着剤（スミレーズレジン１００１、住友化学工業（株）製）１０部を水
に配合し、均一分散して固形分濃度１８％のインク吸収層塗工液を作製した。
【００６３】
　＜光沢発現層塗工液ｂ＞
　コロイダルシリカ（スノーテックスＡＫ、日産化学工業（株）製）１００部、アセトア
セチル基変性ポリビニルアルコール（ゴーセファイマーＺ－２００、日本合成化学工業（
株）製）１０部、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ、第一工業製薬（株）製）１０
部、離型剤３部を混合し、均一分散して固形分濃度１６％の光沢発現層塗工液を作製した
。
【００６４】
　＜凝固液ｃ＞
　硼砂（無水物換算）を固形分濃度２％、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ジルコゾール
ＡＣ－７、第一稀元素化学工業（株）製）を固形分濃度１％を含有する固形分濃度３％の
凝固液を作製した。
【実施例２】
【００６５】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を、アジピ
ン酸ジヒドラジド（日本化成（株）製）１％へ変更した以外は、同様にして凝固液を作製
し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例３】
【００６６】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を、メタキ
シレンジアミン（三菱瓦斯化学（株）製）１％へ変更した以外は、同様にして凝固液を作
製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例４】
【００６７】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、コロイダルシリカ（スノーテックスＡＫ）１００
部を、アルミナ水和物コロイド粒子１００部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗
工液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を得
た。
【実施例５】
【００６８】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、コロイダルシリカ（スノーテックスＡＫ）１００
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部を、気相法シリカコロイド粒子（アエロジル３８０、日本アエロジル（株）製）１００
部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、それ以外は、実施例１と同
様にして本発明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例６】
【００６９】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を１７部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を
３部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃに
おいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を１．７％へ変更した以外は、
同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット
記録媒体を得た。
【実施例７】
【００７０】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を６部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を１
４部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃに
おいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．６％へ変更した以外は、
同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット
記録媒体を得た。
【実施例８】
【００７１】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を１９部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を
１部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃに
おいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を１．９％へ変更した以外は、
同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット
記録媒体を得た。
【実施例９】
【００７２】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を２部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を１
６部へ変更し、更にポリビニルアルコール（ＰＶＡ１１０、クラレ（株）製）を２部添加
した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃにおいて、炭
酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．２％へ変更した以外は、同様にして
凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を
得た。
【実施例１０】
【００７３】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を６部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を２
部へ変更し、更にポリビニルアルコール（ＰＶＡ１１０）を１２部添加した以外は、同様
にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムア
ンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．６％へ変更した以外は、同様にして凝固液を作製し、
それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例１１】
【００７４】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を８部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を８
部へ変更し、更にポリビニルアルコール（ＰＶＡ１１０、クラレ（株））を４部添加した
以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジ
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ルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．８％へ変更した以外は、同様にして凝固
液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記録媒体を得た
。
【実施例１２】
【００７５】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．１％
へ変更した以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発
明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例１３】
【００７６】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を４％へ変
更した以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明の
インクジェット記録媒体を得た。
【実施例１４】
【００７７】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．０３
％へ変更した以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本
発明のインクジェット記録媒体を得た。
【実施例１５】
【００７８】
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を７％へ変
更した以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明の
インクジェット記録媒体を得た。
【実施例１６】
【００７９】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を２５部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を
２５部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃ
において、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を２．５％へ変更した以外は
、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェッ
ト記録媒体を得た。
【実施例１７】
【００８０】
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を１部へ、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を１
部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃにお
いて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を０．１％へ変更した以外は、同
様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして本発明のインクジェット記
録媒体を得た。
【００８１】
　（比較例１）
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部を２０部へ変更し、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１
０部を添加しなかった以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、かつ、前記の凝固
液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を２％へ変更した以外は
、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして比較例のインクジェッ
ト記録媒体を得た。
【００８２】
　（比較例２）
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
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－２００）１０部を添加せず、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を
２０部へ変更した以外は、同様にして光沢発現層塗工液を作製し、それ以外は、実施例１
と同様にして比較例のインクジェット記録媒体を得た。
【００８３】
　（比較例３）
　前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ－７）１％を添加しな
かった以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして比較例の
インクジェット記録媒体を得た。
【００８４】
　（比較例４）
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を添加せず、
ポリビニルアルコール（ＰＶＡ１１０）２０部を添加した以外は、同様にして光沢発現層
塗工液を作製し、それ以外は、実施例１と同様にして比較例のインクジェット記録媒体を
得た。
【００８５】
　（比較例５）
　前記の光沢発現層塗工液ｂにおいて、アセトアセチル基変性ポリビニルアルコール（Ｚ
－２００）１０部、かつ、水性ポリウレタン樹脂（Ｆ－８５６４Ｄ）１０部を添加せず、
ポリビニルアルコール（ＰＶＡ１１０）２０部を添加した以外は、同様にして光沢発現層
塗工液を作製し、かつ、前記の凝固液ｃにおいて、炭酸ジルコニウムアンモニウム（ＡＣ
－７）１％を添加しなかった以外は、同様にして凝固液を作製し、それ以外は、実施例１
と同様にして比較例のインクジェット記録媒体を得た。
【００８６】
　以上、実施例及び比較例で作製したインクジェット記録媒体について、下記の評価方法
により評価し、その結果をまとめて表１に示す。
【００８７】
　＜写像性＞
　ＪＩＳ　Ｈ８６８６で規定される像鮮明度（Ｃ）として求めた。写像性測定装置（スガ
試験機（株）製ＩＣＭ－１ＤＰ）を用いて、光学くしの幅は２．０ｍｍのものを用い、反
射角度６０度で最高波形（Ｍ）及び最低波形（ｍ）を読み取り、Ｃ＝（Ｍ－ｍ）／（Ｍ＋
ｍ）×１００として像鮮明度を求めた。写像性の像鮮明度として、６５％以上は見た目の
光沢感が高く、印画紙ライクな美観要素に優れていることを示す。
【００８８】
　＜インク吸収性＞
　市販のインクジェット記録装置（ＢＪＣ４２０Ｊ、キヤノン（株）製）を用いて、シア
ンインク、マゼンタインクからなる混色ベタパターン中に白線（非印字部）の格子パター
ンを作成し、格子へのインクの滲み出しについて、下記基準に従い、目視にて評価した。
評価の△及び×は、実用上問題となるレベルである。
◎：格子が完全にクリアーである。
○：格子のほんの一部にインクの滲み出しが見られる。
△：格子が狭くなり、インクの滲み出しが全般的に見られる。
×：インクの滲み出しにより、格子が欠如している。
【００８９】
　＜印字濃度＞
　前記のインクジェット記録装置を用いて、ブラックインクでベタパターンを印字し、印
字部をマクベスＲＤ－９１８型により、光学反射濃度を測定した。
【００９０】
　＜表面強度＞
　摩擦試験機（スガ試験機（株）製）を使用し、インクジェット記録媒体の記録層に３０
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０ｇの荷重で木綿のガーゼを押し付けて５０回摩擦試験を行い、下記基準に従って目視に
て評価した。評価の△及び×は、実用上問題となるレベルである。
◎：全く傷が認められない。
○：極僅かに傷が認められる。
△：多少の傷が認められる。
×：著しく傷が認められる。
【００９１】
　＜耐水性＞
　耐水性印字画像上に水を落とし、１分後に布で拭き取り、下記基準に従い、目視にて評
価した。評価の△及び×は、実用上問題となるレベルである。
◎：塗層の剥がれが無く、印字画像の脱色や滲みも認められない。
○：塗層の剥がれが無く、印字画像の脱色や滲みが若干認められる。
△：塗層の剥がれが若干認められ、印字画像の脱色や滲みも認められる。
×：塗層の剥がれ、或いは印字画像の脱色や滲みが認められる。
【００９２】
【表１】

【００９３】
　表１より、実施例１～１７の透気性の支持体上に、少なくともインク吸収層及び光沢発
現層を順次設けた後、前記光沢発現層を凝固液を用いて凝固処理し、湿潤状態にある間に
、加熱された鏡面ドラムに圧接、乾燥して仕上げるインクジェット記録媒体において、前
記光沢発現層中に結着剤として少なくともアセトアセチル基変性ポリビニルアルコールと
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水性ポリウレタン樹脂を含有し、前記凝固液中にアセトアセチル基と架橋しうる架橋剤を
含有してなることを特徴とするインクジェット記録媒体は、銀塩写真用印画紙並の写像性
を有し、高いインク吸収性と優れた表面強度及び耐水性が得られ、良好である。
【００９４】
　一方、比較例１のように、光沢発現層に水性ポリウレタン樹脂を含有しなかった場合、
表面強度や耐水性が低下する。また、比較例２のように、光沢発現層にアセトアセチル基
変性ポリビニルアルコールを含有しなかった場合も、表面強度や耐水性は低下する。比較
例３のように、凝固液に架橋剤を含有しなかった場合、インク吸収性や印字濃度の低下が
見られた。比較例４や比較例５のように、光沢発現層にアセトアセチル基変性ポリビニル
アルコールと水性ポリウレタン樹脂を含有しなかった場合、或いは光沢発現層にアセトア
セチル基変性ポリビニルアルコールと水性ポリウレタン樹脂を含有せず、かつ凝固液に架
橋剤を含有しなかった場合、インク吸収性、写像性や耐水性が大幅に低下し、いずれの場
合も満足出来る品質を得ることが出来なかった。
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